








要約 

われわれはGunnラットの発育障害小脳でglutathione S-transferase(GST)活性が正常の2

倍に増加していることを見いだしているが,脳での GST の役割はほとんど解明されていな

い。ビリルビン(BR)性小脳障害におけるこの酵素の役割を明らかにする目的で本研究をお

こなった。光線療法により小脳発育障害の程度を軽くした黄疸ラットを作製し検討した結

果,GST活性増加はBRによる酵素誘導ではなくて,小脳低形成による2次的結果であること

がわかった。また抗 GST 抗体を用いて GST の小脳での細胞局在を調べたところ,GST は

astroglial cell と ependymal cell に局在した。神経細胞と oli-godendroglial cell は

ほとんど染色されなかった。黄疸ラット小脳で GST 活性が上昇するのは反応性 astroglia 

cell が発育障害の小脳で増加するためとわかった。 


